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令和６年第３回熊野町議会全員協議会

会議録

１．招集年月日 令和６年４月２６日

２．招集の場所 第１委員会室

３．開会年月日 令和６年４月２６日

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

４．出席議員（１３名）

１番 藤 本 健 太 ２番 世 良 将 生

３番 水 原 耕 一 ４番 福垣内 邦 治

５番 光 本 一 也 ６番 中 島 数 宜

７番 尺 田 耕 平 ８番 竹 爪 憲 吾

９番 沖 田 ゆかり １０番 片 川 学

１１番 民 法 正 則 １２番 荒 瀧 穂 積

１４番 時 光 良 造

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

５．欠席議員（１名）

１３番 大瀬戸 宏 樹

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

６．本会議に職務のため出席した者の職氏名

議 会 事 務 局 長 桐 木 和 義

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

７．案件

【議会】

（１）議会運営委員会の活動状況について（報告）

（２）各団体との懇談会について（協議）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

８．議事の内容

（開会９時２７分）

○議長（時光） 皆さんおはようございます。
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定刻より少し早いのですが、始めさせていただきます。

職員の皆様におかれましては、お忙しい中、早朝より全員協議会にお集まりいただき

ましてありがとうございます。

皆様から様々な御意見をいただきながら、本日の全員協議会を円滑に進めていきたい

と思います。どうぞよろしくお願いします。

それでは、ただいまから全員協議会を開会いたします。

本日は議会からの報告案件１件、協議案件１件を協議していただくこととしておりま

す。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（時光） それでは早速、協議に移ります。

報告案件、議会運営委員会の活動状況について、議会運営委員長から説明を受けたい

と思います。

それでは、片川委員長、お願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議会運営委員長（片川） ２月の２９日、３月の定例会に向けて協議いたしました。会

期日程、議事録署名議員、それから議案等予算審査、陳情要望書についてでございます。

それから前後しましたが、２月の１５日、１６日と全国町村議会事務局の三宅次長より

講義いただきました。２日目におきましては、早稲田大学マニフェスト研究会事務局長

の中村先生より講義をいただきました。

項目でございますが、全国町村議長会においては、最近の町村議会を巡る動向につい

て。２日目の早稲田大学マニフェスト研究所からは、地方分権における議会の関わりに

ついて、これを講義いただきました。

目的といたしましては、議会運営委員会、常任委員会活動の活性化に向けた取組と、

地方分権社会における地方議員の役割についてでございます。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（時光） ただいまの報告について質疑があればお願いします。

荒瀧議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） 資料なんかはもらいませんでしたか。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議会運営委員長（片川） 資料たる資料はなかったんですよね。詳細につきましては、

興味のある方もおられましょうし、また協議していかないかんこともありますんで、議

運のほうでまた再度諮りまして、詳細を皆さんにタブレットを通して報告させてもらい

たいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（時光） ほかにありませんか。

（「なし」の声あり）

○議長（時光） それでは、議会運営委員会の活動状況については、この程度といたしま

す。

各常任委員会、広報特別委員会から報告事項等があれば、各委員長、お願いいたしま

す。

（「なし」の声あり）

○議長（時光） ないようでしたら、次の協議に移りたいと思います。

これより協議案件各団体との懇親会についてということで協議をいたします。

タブレットのほうにアップしてるんですが、皆さん、見ていただいたかとは思います

が。愛知県の幸田町、人口４万幾らの町なんですが、この間の議運で講習会を受けに行

ったときに、その中でちょっと出てきた話で、この町は議員の成り手不足ということで、

２期連続定数割れということなんで、議会のほうでいろんな団体と懇親会を開いて、タ

ウンミーティングという名前で、議員の成り手不足ということで、いろんな話をしてお

られます。

これ一つの例として私、うちの町は定数割れということはないんですが、議会という

ものを知っていただくと。さらに先ほど議運の委員長からもありました。各常任委員会

の活性化ということも含めて、一つの提案として、この成り手不足だけでなくて、いろ

んな町民の団体と、町民の意見を聞く会という形になるんですけど、やったらいかがじ

ゃないかというふうに思いまして。このタブレットには甲田町についていうことですけ

ど、私の思いではもちろん議運のほうでいろいろ諮ってもらった上で、その団体ごとに

常任委員会の管轄のところは、常任委員会の方が、委員会が中心になって様々な会を開

いていただきたいというような思いがありまして、これも一つの例ですので何度も言い

ますが。すぐやるというんじゃなくて、やるからにはいろいろ考えてやらなきゃいけな



－4－

いもんですから、今回こういうことをやりたいんだということで皆様に御意見を聞きた

いのとやるとなると取りあえずやりましょうじゃいけませんので、少し時間をかけてど

ういう形でやろうかというふうに全員協議会でいろいろお話を聞きながらやっていきた

いと思うんですが。まだ見てない人も多いんで、今日のところはそういう思いがあるん

だということを皆さんにお伝えして、次回、全協のほうで、また皆さんの御意見を聞き

たいと思うんですが、取りあえず何か御意見ある方があればおっしゃっていただきたい

んですが。

民法議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１１番（民法） 私も前からこうやって議会活動してもらうために、各自報告会なりす

ればいいと提案をしたんですが、この目的が一体何なのか。ただ成り手不足のためにや

るのか。それとも議会活動を幅広く知ってもらうために、町民との交流会、そういった

意見を聞くのかというのをどちらかに絞ってというか、両方いうたら一緒にごっちゃに

してやるのかいうのを議長の考えはどうか、お聞きしたいんですが。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（時光） 基本的に、議員の活動を知っていただきたいということと、やはり町民

の方々との接点、皆さんそれぞれ議員活動の中で、いろんな御意見を聞いておられると

思いますけど、やはり前から言っていた、それぞれの団体にはそれぞれの思いがありま

すんで、それはやはり吸い上げていくのが一番だと思います。それに対して我々議員が

どう動くか。この広報もありますんで、そういう会合しました。そのあと広報でそれな

りの答えなり、議員の思いなりを発表していかないといけないと。

今の議員の成り手不足いうことに関しては、若い人に議員になっていただきたいと思

いますので。あと次の選挙まで３年ありますので、その選挙前の１年、広報は４回しか

出さないですが、その選挙前の１年の中では、ここに出てますけど、立候補するにはど

うすればいいかとか。議員はどういうことをしているのかということも含めて、そうい

うことも説明していきたいと思っておりますんで、本来の目的ということになれば、町

民の皆さんの御意見を聞くということが一番だと思っています。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（時光） 民法議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○１１番（民法） いいですか。前から言ったように、いろいろ批判的なものもございま

した。決定権がないのに、議員のほうが、町民の意見を聞いて何ができるんかというよ

うなことも出ましたけど、全員がそういった立場の中に入って町民の要望というか、こ

ういうとこが困っているというような、大変これはできる、できないにしても聞くだけ

でも、こういう意見は多いよという皆さん耳にしていただいて、また執行部に対して、

これなら賛同してできるんじゃないかいうようなことを持っていくようなやり方で、ど

んどん活動していくのが、私一番いいんじゃないかと思うんで、それは賛成でございま

す、私のほうは。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（時光） これに関しては、講習会の後に、議運の片川委員長ともお話ししたんで

すけど、やはり聞く会という形ができるんだろうなということで、それをどういう形で

やってこうかないうことを皆さんと考えていきたいと思いますし、それは今お話しした

ように、その管轄する団体ごとにやはり各常任委員会で、特に中心になってやっていた

だくことは、これは常任委員会の活動の活性化ということにつながると思いますんで、

そこも一つの目的としたいと思います。

ほかにありませんか。

荒瀧議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） 議長も含めて、前からこういう接点をしたいということで耳にはして

おりますが、具体的に、どういう団体を想定されていらっしゃるのですか。リストよ。

具体的な審議するのに。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（時光） それに関しては、続けてどうぞ。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） だからそれを作っていただいて。町から補助金をもらってらっしゃる

方とか、監査がどうなってるとか、メンバーがどうなったか。どういう課題があるとか

いうのも具体的に詰めて、話し合いしませんと、わうわうになりますし。

日頃活動しようって、やっぱり自治会なんかでもいろいろ耳にします。そこらもここ

へながら、積み上げていくという方法もあろうと思うんですね。いろいろな会に出られ

たりして、要望が出とると思うんですけど、そういうのも合わせてフォローしながら、
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私らが結局、一線の悩み事、相談事、解決すべきことを耳にするというのがまず原点で

すよね。したいと。だからここの場に、全協の場にこういう意見があるんだというのを

出す場をつくられたらいかがかと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（時光） 個々の御意見をここで全部出せというのも難しいと思いますんで、重要

な案件があれば出していただければいいですけど、懇談の時間でもいいですし、その他

のところで出していただけばいいですが、今回に関しては、まず荒瀧議員が言われた、

どういう団体にするか、ある程度案を出します。ＰＴＡだ、商工会だ、様々な団体があ

りますんで、ある程度案はこんなのがありますことは出した上で、私の思いでは、その

中で管轄する常任委員会のほうへ、これはどれにしますかという形を持ってって、常任

委員会でこことここをすると。もちろん議運と一緒に考えていただいて、そうした中で

やっていきたいと思っておりますんで。

個々の意見に関しては、ここでそういう場を設けるのは先ほど言ったように同じこと

ですけど、その他の部分か懇談の時間に出していただいて、また話し合えばいいんじゃ

ないかと思っております。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） だから、いろんな意見が反映する場合もあるし、反映しない意見も出

ますので、ただ小さな声だからおかしいんじゃなくて、そういう組織でまとめた意見だ

けではない意見のほうが大切なこともあるわけです。そういうものを吸い上げる場にな

ればいいなという思いです。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（時光） 分かりました。ほかにありませんか。

（「なし」の声あり）

○議長（時光） ないようですので、この住民との意見交換会は、皆さん、今日初めて言

ったものですから、ほかの市町のほう、特に沖田議員なんかは、公明党のいろんな市町

との横のつながりがあると思いますんで、こんなのがいいじゃないかとかいうのをちょ

っとまた御提案を、この場でなくても個人的に言っていただいてもいいですから、考え

ていただければと思いますんで、よろしくお願いします。

ほかにないですよね。

片川議員。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１０番（片川） 交換会を前提でいくと、勇み足になって、前のめりになられる方がお

られないかという気がするんです。やり方を今から考えていかにゃいかんのでしょうけ

ど、あくまでも住民の意見を聴取して拾い上げていこう。それを前提にしていかないと、

執行権のない我々が、それやっちゃるようなこと、どうも想像がつくんだよね、その状

態。今の町政報告会を二、三あっちこっち見に行かしてもらった中で、やっぱりその辺

が一番の課題だろうと思うんです。やっぱり我々は議決権があるだけであって執行権が

ない。議員として議会としてこれをやっちゃるよとか、ような言動が出るようなことで

は間違いなく失敗に終わると思うんです。その辺も勇み足にならんように緻密に言動に

ついての規制を決めながら、それをよく練った上で前へ進めていかないと。まず失敗す

るんじゃないか。やらないほうがよかったんじゃないかとならないかというような気が

します。

それともう一点、ワークショップは今後どうされるんですか。過去にやってきたワー

クショップ。新しいことをしていく上に、その新しいことをプラスアルファでいいと思

うんですね。決して反対じゃないんですが、ワークショップがコロナで止まって、あれ

もいい活動だったと思うんですね。あれも再び検討に入れないといけないのじゃないか

という気がしますが、いかがでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（時光） 中学生を対象にした分ですね。これも非常にあのとき、中学生に対して

も評判がよかったですし、皆さんの御意見を聞きながら、もう今年やるといったらもう

無理ですから、来年度からやればいいんじゃないかと、いうかやりたいという気持ちを

持ってます。子供を対象にしたものということになれば、藤本議員の一般質問にもあっ

た子供議会というのもあるんですが、これはまた町がやることで我々議員がやることじ

ゃないんで、それとは別に今、片川議員が言われたように、皆さんがよしやろうじゃな

いかということならやっていこうと思います。

その前に言われた、執行権がないと。聞く会これは確かにほかの市町が、それをやら

れたときに、片川議員、沖田議員、民法議員と坂とか、あのときはもう完全にやっただ

けじゃないかだったんですが、坂なんかまだ続けてやってるみたいなんで、その後の状

況の中は分からないですが、今、言ったようにしっかり皆さんとある程度決まりごとを

つくりながら、緻密なものをつくっていきたいと思いますんで、引き続き御意見をお聞
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かせいただければと思っております。

片川議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１０番（片川） 若い方々の意見は大事にしておかないといけないので、ワールドカフ

ェというものは検討に入れてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（時光） ワールドカフェは出てこなかった。

民法議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１１番（民法） 今出ましたワールドカフェ、長いことやってコロナ禍で一旦中断とい

う格好になったんですが、毎回テーマを絞っていかんと、どういったテーマでいってい

たんですか。これからまちづくりのためにどうしたらいいかというのは。大概、答えは

一緒だろう思うんです。できないようなこともいろいろ、例えば鉄道というか、線路、

駅をつくってくれというような。中学生だけではなく、高校ぐらいまで範囲を広げてい

ったらどうかと思うんですが。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（時光） 当面、中学生は全て熊野町の町民ですので、中学生であればいいと思い

ますし、その後、高校生までということでしたら、何か高校でもやったことがあったと

思うんです。私が聞きにいった。あるいは民間の何かやったのかな。そういうことも含

めて、ちょっと内容もレベルも違ってきますんで、当面は私は中学生で考えていきたい

と思っております。できもしないことと、あのとき一番多かったのは何かというと、私

の記憶ではマックをつくってくれだった。それが実際できとるわけですから、やはりこ

ういう御意見は聞くべきですし、できもしないと決めつけずに、しっかり考えていけば

と思っております。

沖田議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○９番（沖田） ワールドカフェについてのお願いなんですけど、何回かやる中で、さっ

き、民法議員が言われたように、もう本当私たちには想像もつかないような発想が子供

たちにはあって、それができるできないじゃなくて、本当にそういう素直な発想をやっ

ぱり意見として、こちらが聞きたいなと思ってる中、２回目のときに、学校の先生が誘
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導してたところがありまして、変なことを子供たちがここで言わないようにということ

で、事前にそのどんな質問を出すかというのを下話というか、先生とクラスでやってて、

そんなに変な質問じゃないよなという、まとまったものを持ってきてたんですよ。それ

だと本当の子供たちの意見じゃなくなっちゃうので、もしやるのであれば、やっぱり教

員の意見が入らないような、本当にその場で自由な発想で子供たちが意見を言えるよう

な、そういう持っていき方をしていきたいなと思いますので、よろしくお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（時光） あれは限られた時間の中で、限られた人数でやるわけですから、ある程

度学校側も整理してきたかったというのは分かるんですが、沖田議員言われたように、

１回目、２回目は若干変わってきたというのがありますので、その辺も学校側とも話を

しながら進めていきたいと思います。

荒瀧議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） これはずっと体験されてらっしゃらんと思うんですよね。ワールドカ

フェというものを。だからそこらの資料もお出しいただいて、今の意見は賛成です。も

っと小さなアイデアからできることがあるんです。ひょうたんから駒じゃないですが。

だからそういう発想力が非常に私は大事だと思いますので、ぜひ続けましょう。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（時光） ほかにありませんか。

（「なし」の声あり）

○議長（時光） それでは、今のお話については以上にしまして、その他で何かあればお

っしゃってください。

荒瀧議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） せんだって、工房周辺の整備のことで今私いろいろ考えるのですが、

やっぱり一番大事なのは全体計画なんですよ。施設ばっかりを議論していると全体が見

えなくなってるんで早めに出してくださいとお願いしたんですが、５月の全協の予定と

という意見なんですが、それは早めにぜひ出していただいて、それぞれ１４人の意見の

中で、排水計画、治水治山事業ですから、あの施設があそこにあることによって、それ

が障害を受けるようなことであれば、まずいことなんです。早めにこれ出していただく
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ようにお願いしたいと思うんですが。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（時光） これに関しては、５月の全協ということだったんですが、委員会のほう

だけでも先に、管轄委員会だけでも出してくれというお話を私はしました。総務建設の

ほうへ、先に１回出してもらえんだろうかと言ったんですが、ちょっと間に合わないと

いうことで、５月の全協には間違いなく出されるというので、これは間違いないんで、

事務的なことで間に合わないか何かですね。

荒瀧議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） 多分どこかの山の一部を残してくれという意見がある。それを残しな

がら、今の施設が出てくるところと、水の流れが非常に危険だと私は思うんですね。だ

からここらを抱え込まずに、やっぱり原点に返って、本当にあとの施設を早めにつくる

のがいいかどうかも含めて、議論すべきことになってると思いますので、ぜひ早めに出

してもらう。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（時光） 全協で出していただいた上で、これに関してはやはり総務建設、しっか

り常任委員会のほうで、荒瀧議員も入っておられますんで、もんでいただいて、また御

意見をまとめていただきたいと思っておりますんで、その辺はよろしくお願いします。

ほかにありませんか。

（「なし」の声あり）

○議長（時光） ないようでしたら以上をもちまして、全員協議会を終了といたします。

皆様大変お疲れさまでした。ありがとうございました。

（閉会 ９時５０分）
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上記の記録の内容が正確であることを証するため署名する。

熊野町議会議長
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